


















４．原稿の長さ：原著， 総説， 論説は， 図表， 参考文献等を含めて刷り上がり６頁以内とする． 短報， 資料， そ
の他は， 刷り上がり４頁以内とする．（Ａ４判で， １頁は２１字４３行の２段組， 約１，８００字）













１） 倉敷太郎 （１９９１） 岡山県の…．
縮小製版できるように鮮明で完全なものとし， その大きさは， 台紙とも４０ｃｍ×３０ｃｍ以内










〈単行本〉 著者名 （発行年：西暦）書名 ［イタリック体］（編著の場合は，題名． Ｔ
版， 発行所， 発行地， ｐｐ頁－頁．




８．原稿には別に表紙をつけ， 和文で原稿の種類， 表題， 著者名， 所属機関名， 代表著者の連絡先およびラン
ニングタイトル （３０字以内）を， また， 英文で表題， 著者名， 連絡先およびＫｅｙｗｏｒｄｓ（５語以内） を記入
する． さらに， 原稿枚数， 別刷の希望部数を記入する．
９．総説， 論説および原著論文には，８００字以内の和文要約と２００語以内の英文 ａｂｓｔｒａｃｔをつける． 短報には
４００字以内の和文要約と１００語以内の英文ａｂｓｔｒａｃｔをつけることができる
１０．原稿の送付
１） 宛先；〒７０１‐０１９３ 倉敷市松島２８８ 川崎
２） 原稿には， 表紙から頁数を通し番号でふり，
文 ａｂｓｔｒａｃｔおよび和文要約については，
医療福祉大学 川崎医療福祉学会誌編集委員長
オリジナルのほかコピー１部を添えて提出する
コピー１部を別に添える．
さらに，英
また，掲載が決定した論文では，原稿をテキストファイル形式で保存したフロッピーディスクも併せて
提出する．
１１．論文の刷り上がり頁が規定頁を越えた場合の超過分，
た場合は， 著者の実費負担とする．
別刷は，３０部まで無料とし， これを越える場合は，
１２‐投稿規定の改正は， 編集委員会の議を経て行う．
写真色刷り， また校正時に原文に著しい訂正を加え
実費とする
